
◇卒業生のための生涯学習

[概　　要]

第1回

テー マ(1)

テーマ(2)

講　　師

参 加 者

平成21年7月11日(土)、 午後1時30分 ～4時30分

管理 栄養 士の ための臨床研究のすす め

管理栄養士 に必要 な こと

(1)田 中 清 ク リニ ック長(医 師)

(2)高 岡宏子　 ク リニ ック指導員(管 理栄養士)

卒業生 ・在学生　 15名

[目　　 的]

　管理栄養士 として就職 してい る卒業生 に とって、病 院 ・学校 ・保健所 な ど勤務先 を問わず、

日常 の業務 をきちん と勤 め ることが最 も基本 であ るが、 その次 の段 階 と しては研究活動 に も携

わ って欲 しい。 しか し卒業後 は、 なかなかそ うい う教育 を受 ける機会 がない ことか らこの講座

を企画 した。

[内　　容]

　 まず 田中がパ ワー ポイ ン ト・配布 プ リン トを使用 して、管理 栄養士 に臨床研究 を促す講演 を

行 った。 内容は、 臨床論文 の読 み方 ・書 き方、 臨床

研究実施の計画の立て方、臨床データを整理するた

めの統計学の基礎知識などである。講演後参加者と

質疑応答の後、懇親会を兼ねて、高岡が管理栄養士

としての実務経験について講演を行い、卒業生 ・在

学生か らの質問を受けた。

[参加者の評価]

　講演(1)につ いて は、 わか りやす い講演 で理解 が深

ま った。 また、 あま り聞 く機会 のない話 のため、 と

て も参考 にな った との声 が多か った。 また講演(2)に

関 しては、高 岡が本学卒業生 であ ることか ら、特 に

親 しみを感 じたよ うで、大先輩 の話 を聞 くことがで

きて、管理栄養士 と して臨床現場 で果たせ る役割 に

ついて知 るいい機会 にな った、在学生か らは今後職

場 で働 く自分 の姿 をイ メー ジす るのに役 に立 ったな

ど、 非常 に好評 であ った。
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[そ の 他]

　今後 の要望 と して、 臨床現場 や企業 な どで働 く管理栄養士 たちの話 を聞け る機会 を設 けて欲

しい との意 見や、調理 に不安 を持つ学生 が多いため、基礎 の料理教室 を開いて欲 しい との声 も

多数 あ った。

[概　　要]

第2回 　 平成22年3月6日(土)、 午後1時30分 ～4時00分

テーマ　 日本 人 の食事 摂取基 準2010年 版　解説 ・実践 活用講座

講 師 田中 清 ク リニ ック長(医 師)

参加者　卒業生 ・在学生　10名

[目　　 的]

　 日本人の食事 摂取基準 は5年 毎 に改訂 され、2010年4月 よ り、新 しい2010年 版 が用 い られ る。

学校 ・病院 ・給食 な ど、多 くの分野 において、 この摂取基準が基礎 とな る。 田中が、2010年 版

の食事摂取基準策定委員で もあったことか ら、卒業生 ・在学生 のための講習会 を企画 した。

[内　 　容]

　パ ワー ポイ ン ト ・配布 プ リン トを使用 して、食事摂取基準策定の基礎理論 ・2005年 版 か らの

変更点 ・活用 の方法 な どにつ いて の講演 を行 い、参加者 と質疑応答を行 った。

[参加者の評価]

　参加者 の うち特 に卒業生か らは、栄養士会 や各学会 において も食事摂取基準の説 明会 は しば

しば開催 され てい るが、 たいて いあま りに理論 に時 間が割 かれす ぎて お り、 もっと実地 での活

用 を知 りたい と思 うことが少 な くない。今 回の講演 はそ うい う点 にある程度配慮 された もので

あ った と思 うが、機会 があればよ り活用 の ノウハ ウを教 えて くれ るよ うな講演や、現 場での活

用 に関 して どのよ うに工夫 しているのかを話 し合 う機会 があれば有益で はな いか、 との意 見 も

あ った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (田 中　 清)
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